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※第９回配布資料：地域や保護者から寄せられた意見（１件）、意見書(案) など 
 

資料３ 

 

 

 

 

 
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会における検討結果として教育委員会へ提出する意見書【資料３】について、内容の

確認・検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

※資料３「意見書（案）」該当箇所の抜粋(下線部が今回の追記箇所) 

 

 

 

 

 

 別表 ※指定変更区域に関する表 

指定変更区域の対象区域 選択可能校 

小

学

校 

藤野２条１丁目～２条２丁目 

藤野３条１丁目～３条２丁目 

藤野番地（藤の沢小校区） 

石山２条９丁目 

石山番地（藤の沢小校区） 

石山緑小学校も選択可とする 

藤野地区では、藤の沢小学校の小規模化による課題の解決等のため、

令和５年３月より「学校配置検討委員会」を設置し、これまで協議、検

討を進めてきました。このたび、検討委員会における協議を終えました

ので、最終号としてお知らせいたします。 

発行元：藤野地区学校配置検討委員会事務局 
(札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課学校配置マネジメント担当) 

藤野地区学校配置検討委員会ニュース 

第９号【最終号】 

2025 年３月発行 

令和７年２月 26 日開催の第９回検討委員会の協議内容を地域の皆様へお知らせします。 

協議事項１ 意見書の内容検討について 

検討委員会の開催概要は札幌市教育委員会のホームページにも掲載しています。 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/fujino.html 

(2) 小学校再編の実施方法 

児童の通学距離や児童数の推移、学校敷地の面積、建築物の耐用年限等を考慮し、藤野

南小学校校舎及び敷地を活用して再編する。 

【第８回検討委員会における提案内容からの変更点】 

・ １ (２) 小学校再編の実施方法について、「児童数の推移」という文言を追記 

・ ２ 通学区域案の別表の小学校欄について、「藤野番地」「石山番地」を追記 



- 2 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の方々にも見てもらえるようなスペースにできればよいと思う。 

 

 

 

 

意見・質疑応答の概要 

   ※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答等 

児童数の推移について 

●ここ数年、藤野地区の児童数が若干増えているように感じているが、再編後、現在の校舎

で対応できるのか。 

⇒【教育委員会】 

・ 教育委員会としても、取組自体を見直すほどではないものの、取組当初と比較して藤野地区、

特に藤野南小学校において児童数の推計が横ばい、または微増傾向にあることを把握していま

す。そのため、意見書にも児童数の推移を踏まえて再編を行う旨を明記することとしました。 

・ 例えば、状況によっては増築するなど、児童数に応じた対応をしていく考えです。 

藤の沢小学校の歴史的資料について 

●再編後の学校に、藤の沢小学校の歴史に関する資料を展示するスペースを確保することも

考えてほしい。 

●藤の沢小学校は藤野地区で最も歴史のある学校であるため、歴史的資料も多く残っている

のではないかと思う。その全てをぜひ地域に残してほしいという思いはある。 

●まずは子どもの学習環境を整えることが優先で、再編後の学校に全ての資料を展示できる

ようなスペースを確保することは難しいかもしれない。 

⇒【委員】 

・ 実際のところ、全てを残すというのは難しいと思っています。前例では、学校にあった資料を寄

贈いただいた方へお返ししたり、地域の方々に引き取ってもらったりしたこともあります。 

⇒【教育委員会】 

・ 藤の沢小学校の歴史に関する配慮は重要であると認識しており、再編後の校舎の中でどのよう

なことが可能か、今後学校とも相談をしながら考えていきたいと思います。 

【協議結果】 

〇意見書の内容について、事務局の提案（資料３）どおりでよい。 

（細かい文言修正が生じた場合には、事務局と代表委員の間で調整し、最終確定する。） 

〇学校配置検討委員会は、第９回（本日）を最終回とし、意見書の提出をもって解散する。

（協議の終了） 


 学校配置検討委員会における協議は終了となりました。 
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資料４ 

 

事務局より、意見書提出後のスケジュールイメージについて、資料に基づき説明を行いました。 

※資料４の抜粋・要約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議事項２ 今後のスケジュールイメージについて 

Ｒ７．春頃 意見書手交式

•代表委員より教育長宛てに意見書を手交

Ｒ７．夏頃 住民説明会

•学校配置検討委員会における協議経過 札幌市方針の報告・説明

•藤の沢小学校 藤野南小学校の両校で開催予定

R7 学校再編に向けた具体的な準備始動

•児童や教職員、保護者の事前交流に関する取組検討、実施

•スクールゾーン実行委員会を活用した再編校の通学安全に係る具体的な協議

再編校として運用⇒Ｒ10．４からの開始を目指して準備を
進める

※スケジュールの詳細は、現時点で未確定です。目途が立った段階で、別途お知らせいたします。 

意見・質疑応答の概要 

   ※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答等 

住民説明会について 

●どういった趣旨の説明会になるのか教えてほしい。 

●開催時間について、より多くの方々、特に保護者に来てもらえるように、学校行事と合わ

せて開催することはできないか。 

⇒【教育委員会】 

・ 検討委員会での協議経過及びそれを踏まえた札幌市の取組方針等の報告・説明を行う場とな

ります。 

・ 地域の方を対象としており、これまでは児童帰宅後の夜間帯（１８時３０分開始など）に実施して

いました。今回いただいたご意見を踏まえ、学校とも調整しながら開催時期・時間帯について検

討していきます。開催案内については、詳細確定後、地域の皆さまに配布する予定です。 
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 学校配置検討委員会における協議は今回で終了となりました。これまでのご理解とご協

力に感謝申し上げます。 

 意見書手交式の様子や、住民説明会の開催案内については、後日、地域の皆さまへ文書

を配布しお知らせいたします。 

 今後の再編に向けた取組の進捗につきましては、適宜、札幌市教育委員会のホームペー

ジに掲載する予定です。 なお、ホームページ以外の周知方法につきましては今後検討い

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

●登下校時の通学安全の確保については、バス通学の児童も想定されることから、今後もみんなで  

考えていかないといけない。そして、再編後も地域での見守りは続けていきたい。 

●再編に対しては寂しさなど複雑な感情はあるが、子どもたちが安全に通い、楽しく学校生

活を送り、健やかに成長できるよう努めていきたい。 

●検討委員会においては、藤の沢小、藤野南小、地域の代表者みんなで協議することができ

た。今後も、子どもたちのために、みんなで協力していけたらよいなと思う。 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤野地区学校配置検討委員会事務局 

▶札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課（学校配置マネジメント担当） 

▶電話：011-211-3836 FAX：011-211-3837 

▶E-mail：gakkokibo@city.sapporo.jp 

ご意見、ご質問は、下記事務局までお寄せください。 

さっぽろ市 

02-S01-24-2820  

R6-2-1801  

事務局からのお知らせ 

再編に向けた取組の進捗等掲載予定場所   ※これまでの検討経過については掲載済 

札幌市教育委員会ホームページ 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/fujino.html 
検索 学校規模適正化 藤野 

意見書提出後の再編に向けた準備等について 

●今後、バスの車内アナウンスなど、通学安全に関することをはじめとして、再編に関す

る具体的な準備を進めることになると思うが、再編に向けてどのようなことが協議され、

どのようなことが決まったかなど、ぜひ地域や保護者に周知していただきたいと思う。 

⇒【教育委員会】 

・ 現在の取組状況は、札幌市教育委員会のホームページに掲載しています。そのページを活用し

てのお知らせは可能だと思います。その他の周知方法については、今後検討してまいります。 


